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研究成果の概要（和文）：警察と医療機関との連携を必要とする虐待や暴力の事犯について、警察からみた医療機関の
対応の現状と課題を明らかにした。調査結果を参考にして3年間で約80名の看護職を対象に児童虐待、ドメスティック
バイオレンス等、家庭内の密室で起こる外傷の早期発見と治療的介入および記録の仕方等について教授した。
 「外傷の観察」と「傷を観る」ことは似ていて異なるものであり、受講者アンケートより、「これまで傷の手当はし
てきたが、外傷を見て、記録し、予防に活かす視点はなかった」という意見が寄せられたので、多職種協働の研修を今
後も開催し、外傷予防のシステムの基盤づくりを促していく。

研究成果の概要（英文）：Subject to child abuse nursing staff of about 80 people in three years.The aim of 
this study is to analyze the current state of the cooperation between police and medical agencies, the 
problems that arise when reports are made to the police by medical agencies regarding victims of violent 
crime from a closely related person, such as a spouse or partner, and recommend a better victim support 
system.
The X Police department was chosen as the focal organization of this investigation, and an unsigned 
automatic recording questionnaire was distributed to 500 law enforcement officers who dealt with a 
domestic violence (DV) crime within the past three years.
It was decided that cooperation reinforcement was necessary to provide victim support, and there were 
popular suggestions, such as "a periodic exchange of views and implementation at a study meeting" 
(53.2%), "education of health care workers" (43.6%).

研究分野：地域看護
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１．研究開始当初の背景 
 セーフコミュニティ（SC）認証の一要件で
もある「外傷サーベイランスシステムの構築
と継続的な評価」に着手している自治体は、
国内に 10数箇所（平成 27年 3月末）存在す
る。 
 ある市では、自殺に関して SCに関与する
以前は全く対策を講じてこなかった。警察の
統計にのぼる自死件数以外で自殺の実態を
把握する手段を持ち合わせていなかった。し
かし、地域の基幹病院を巻き込んだ外傷サー
ベイランスシステムを整えていったことで、
死に至らない多数の自殺企図件数の把握と、
自殺企図を図るものの特性がわかり、根拠に
基づいた自殺予防の取り組みが展開される
に至った。市の SC推進会議で外傷調査委員
会の報告が定期的に行われ、その結果を受け
て、自雑予防対策委員会や子どもの安全対策
委員会、高齢者の安全対策委員会などが樹立
した。しかし、多くの自治体が人材不足から
外傷サーベイランスに着手できずにいる。そ
こで、外傷サーベイランスを担える看護スタ
ッフの育成と警察等との協働について必要
と考え、本研究テーマに取り組んだ。 
 

２．研究の目的 
警察と看護の連携を強化することを鑑み、
法看護学に関する知識、受講前後の実践度、
講義内容へのご意見を把握し、外傷サーベイ
ランスにつながる今後の法看護学の教授方
法について検討する。 
 
３．研究の方法 
 警察の医療機関に対するニーズを把握し、
その内容を反映させて外傷サーベイランス
の実施につながるシミュレーション研修を
開催する。さらに､シミュレーション研修に
参加した看護師へ、受講前、受講直後、受講
後 3 ヵ月後の３時点で 15 分程度のアンケー
ト調査を実施し内容の評価改善を図る。 
 
４．研究成果 
（1）外傷サーベイランスの実施状況と課題 
 外傷サーベイランスの「サーベイランス」
を直訳すると、「監視」や「見張り」を意味
するが，SC では，外傷の情報を入手し予防し
ていくためのプログラムを指し、この名称を
用いている。いつ・どこで・どうやって住民
は事故に遭っているのか。外傷のデータを収
集・分析し、それをもとに事故を予防する環
境をつくることを可能にするツールとして
外傷サーベイランスシステムが活用されて
いる(横田)。 
 外傷を負った市民を対象に発生状況等の
情報（発生分布や原因などに関するデータ）
を組織的に継続して，収集・統合・分析し，
その結果を，全ての関係者が共有し、事故や
けがを防止するためのプログラムである。 
 目的：各自治体の根拠に基づく取り組みの
根幹となる外傷サーベイランスの実態につ

いて整理をし、現状の課題を抽出する。 
方法：SC 自治体のホームページより外傷サ
ーベイランスに関する記事を抽出。加えて、
日本セーフコミュニティ推進機構のレター
より関連項目を抜粋し比較検討した。本研究
は一般に公開されている既存の資料の分析
であり倫理的な問題はない。しかし、分析内
容の公開にあたり対象の自治体が特定され
ないような配慮を行った。 
結果：日本における外傷サーベイランスの
特徴は， 
① 急搬送を中心に、警察データ、厚生デー
タ、アンケートなどを組み合わせて実施
している。 
② 病院でのデータ収集は難しいが、電子カ
ルテを活用した外傷サーベイランスシス
テムを立ち上げている自治体もある。 
また、日本の外傷サーベイランス委員会には
大きく２つのパターンが見られた。 
① 研究者（あるいは大多数）が外傷サーベ
イランス委員会メンバーである 
② 研究者はいない（あるいは数人）が、保
健・警察・消防等が主要メンバーであっ
た。 
これらのことより、 
③ サーベイランス委員会の構成メンバーが
地元の取り組みや課題を知らない研究者
である場合、机上の理論が先行し、うま
くデータと取組みをつなげられていない
ことが課題である。 
文献 
１）横田昇平：地域における外傷サーベイラ
ンス (特集 住民が求める安全・安心のまち
づくり--セーフコミュニティで保健活動が
変わる ). 保健師ジャーナル  63(12), 
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（2）シミュレーションによる学び（中間集
計） 
調査対象は，外傷サーベイランスにつなが
る看護アセスメントに関する講義とシミュ
レーション学修経験のある大学院生、及び専
門看護師学習者とした。 
平成 25年度分のデータを分析対象とした。
自記式質問紙による意識調査は2時点の照合
が必要なため，対象自身が「自ら定めた ID」
を割り付け，2回とも記載してもらい受講前、
受講後の2時点の変化を紐付できるようにし
た。内容の評価を含むアウトプット評価，講
義直後の自由記載調査による定性的アウト
カム評価の手法を用いた． 
 2 校 31 名(女性 27 名，男性 4 名)の協力が
得られた．年齢別では，30 歳代が 17 名
(54.8％)と最も多く，次いで 40 歳代 8 名
(25.8％)であった．経験年数は，10～20 年未
満が16名（51.6％），20年以上10名（32.3％），
10 年未満 4名(12.9％)であった．      

 
 
 



表 1 対象者の属性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
研究対象者への「学んだことが役に立つと
感じたか」という問いに対し、【フォレンジ
ック看護の必要性】【フォレンジック看護を
活かす】【受講生個々の課題】【組織の課題】
【フォレンジック看護教育改善の展望】の 5
カテゴリが抽出された。 
現在、平成 26 年度分のデータに、受講後 3
か月の調査結果を加え、分析中である。 
 
（3）警察との連携に必要な医療機関および
医療従事者の課題 
 目的：配偶者や恋人といった親密な関係に
ある者からの暴力的事犯について、警察の担
当者への質問紙調査を行い、医療機関から警
察への通報等の組織間連携の現状と課題を
分析し、犯罪被害者へのより良い支援体制を
検討すること。 
方法：Ｘ都道府県警を調査対象組織とし、
過去 3 年以内に DV 事犯等（配偶者等からの
暴力、ストーカー、高齢者・障害者・児童虐
待、暴力的性的犯罪）を扱ったことのある警
察官 500 名に、無記名自記式質問紙を配布・
回収した。 
結果：438 名（男性 383 名、女性 55 名）か
ら回答が得られた（回収率 87.6％）。そのう
ち 185 名（53.2％）が、被害者が医療機関を
受診したにもかかわらず、医療機関側からの
通報が無かった事例を経験していた。医療従
事者と警察との連携が「やや不十分」あるい
は「不十分」と答えた者はおよそ半数あり、
特に医師との連携が不十分であるとしてい
た。その内容としては、「DV 事犯等の被害者
保護に関する認識のずれ」「個人情報保護の
視点に基づいた情報の取り扱い」が共に 4割
を越えていた。また、医療従事者に求められ
る対応として、医師では「捜査上の証拠保全」
(69.9%)「警察への迅速な対応」(69.4%)「損

傷部位等の原因に関する事情聴取」(55.7%)、
看護師ではこれらに加えて「精神的なケア」
(25.8%)が多く挙げられた。被害者支援のた
めに医療機関と警察の連携強化に必要なこ
ととして、「定期的な意見交換、勉強会の実
施」(53.2%)「医療従事者に対する教育」
(43.6%)「連絡会議など組織体の設立」
(33.3%)、その他「ワンストップセンター等
の新たなシステム」「個人情報の提供のため
の取り決め」といった指摘もあった。 
考察：医療機関から警察への通報を含めた
連携体制が、迅速かつ適切な捜査と犯罪被害
者への支援にとって重要と考えられるが、現
状では必ずしも十分ではないことが分かっ
た。そのため、警察と医療機関の間での組織
的な連携や協働の体制を整え、定期的な意見
交換や勉強会、医療従事者への研修の機会な
どを設ける必要がある。 
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